
国際ロータリー第 2550 地区

黒 磯 ロ ータ リ ー ク ラ ブ 会 報
会 長：大島三千三 幹 事：秋葉秀樹
事務局：株式会社 帝都

代表取締役 秋葉秀樹
〒325-0051 那須塩原市豊町13-9
TEL:0287-62-3131・FAX:0287-62-5455
E-mail:hideki_akiba@akibacorp.com

例 会：国民の祝日を含まない週の水曜日
12:30 – 13:30

割烹石山 那須塩原市本町 5-5

第2892回 大島年度 第3回 会報 2020 7-15 司会 井出法君

欠席の場合は前日 9 時 30 分までに次のいずれかにご連絡を。電話 62-0128、FAX62-1076 （以上石山桂子）
メール qqvn2bz9k@sound.ocn.ne.jp

出席報告 出席委員会 田中徹君 （出席規定の免除会員数7名）

例会日 会員数 出席数 欠席数 出席率 MU 数 修正出席率

本日 7月15日 37（7） 33（6） 4（1） 91.6％

前回 7月 8日 37（7） 33（5） 4（2） 94.3％ 2 100％

国際ロータリー会長：ホルガー・クナーク
第 2550地区ガバナー： 森本敬三
事務所：〒325-0826 宇都宮市西原町 142

宇都宮グランドホテル内
TEL：028-651-2550
FAX：028-651-2551
E-mail: m2550@agate.plala.or.jp

会長挨拶 大島三千三会長
にご支援をいただきました。私にとって忘れること
のできない経験でした。今でも災害の報道を見る
度に胸が熱くなり、あの時の事を思い出します。そ
して、自分に何ができるか、何かしなくてはと、行
動意欲に駆られます。
この度の熊本水害、那須水害と重なるものを感じ

ます。今回皆様方より、趣旨ご賛同の上、下記の
要領にて支援物資を提供して頂き熊本県人吉市
に届けたいと思います。人吉市は、球磨川流域の
中心都市で、人口33,400人の温泉観光地です。
水害に遭われた近隣町村の支援の拠点ともなる
地域です。皆様のご協力をお願いいたします。

皆さんこんにちは、先週の9日木曜日に平山幸
宏那須町町長にお会いして参りました。昨年から
黒磯クラブの所在地に那須町が入りましたので会
員増強においては、那須町からの新会員をもっと
多く募っていきたいと思っております。どうぞ皆様
にもお心がけを宜しくお願い致します。
さて、今から22年前の平成10年の事です。8月26

日から降り続いた雨が27日未明には那須町で１日
の総雨量が600mmを超える観測量を記録した那
須水害が発生いたしました。この豪雨災害により、
死者22名、行方不明者2名、負傷者55名、住宅の
全半壊及び一部破損506棟、床上浸水3,328棟、
床下浸水11,518棟の被害となりました。当時、黒
磯那須青年会議所の理事長を務めていた私は、
８月３1日から9月14日まで毎日朝8時には那須町
水害ボランティアセンター（旧中央公民館）に通い
ました。

9月1日から11日までのボランティアに駆け付け
てくれた人、延べ4,654人、ニーズ件数370件、12
日から16日にかけ、ボランティアセンターを町民セ
ンターへ引っ越して12月11日まで開設していまし
た。それまでの延べ人数5,568名です。県北地域
の人々はもちろん、栃木県内外から多くの皆さん

令和2年7月豪雨（九州豪雨災害）支援事業
について

黒磯RC会長大島 三千三
社会奉仕委員長泉 道夫

被災地（熊本県人吉市）に支援物資を送り
たいと思います。 下記の日程にて実施いたし
ます。 ご協力宜しくお願い致します。コロナの
影響により新しい物をお願いいたします。

記
1. 集荷期間 7/15（水） ～7/19（日）午前10

時まで
2. 集荷場所 割烹 石山(1階正面階段下）
3. 集荷物資品目

タオル ・ バスクオル・消毒液・防塵マスク
マスク•おむつ（大小）・トイレットペーパー
絆創膏・体温計・軍手・ ゴム手袋・土嚢袋
インスタント食品・カップメン ・ 乾パン 賞味
期間内であれば1個からでも結構です。

4. 梱包作業7/19（日）午前10時～ （割烹石山
にて）

5. 送り先人吉中央RC及びポランティアセン
ター

以上
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幹事報告 秋葉秀樹幹事

第3回幹事報告
1. 2550地区より九州豪雨災害義援金につ

いて届いております。
2. 2020-21年度地区大会 冊子掲載用報

告依頼が届いております。

委員会報告 植竹一裕副会長

報告のある委員会はございませんでした。

ニコニコボックス委員長 前田貴宏君

本日、該当ございませんでした。

卓話 クラブ奉仕委員会
新年度計画

 クラブ奉仕委員長 植竹一裕君

 親睦委員長 片田航介君

会員相互やその家族、他各委員会とも協力して、
より一層の親睦を深める為に、年間行事や夜間定
例会を計画的に実施していきます。
また、各月にて会員の誕生日や結婚記念日の発

表を行い、記念品の贈呈などを実施していきます。
★親睦行事予定★
①観月会（10月予定）
②クリスマス家族会（12月予定）
③新年会（1月予定）
④観桜会（4月予定）
※IMや60周年記念行事のフォローも行います。

 出席委員長 田中徹君

植竹でございます。私の挨拶は先々週に一度して
おりますので、本日は各委員長様より発表願いた
いと思います。
クラブ奉仕委員会の今年の大きな目標としまして

は、地域社会への貢献を行うために各委員会が、
それぞれ魅力ある運営を目指す、それをベースに
したいと考えております。
一つの例として、実際に各委員会は行うことが違

いますので、例会の充実を図る。会員相互の親睦
であるとか、会員増強であるとか、またガバナー補
佐所属クラブとしてのＩＭへの積極的な参加を行う。
といった5つの項目を骨子として各委員会での方
針を発表して頂きたいと思います。

改めまして皆様こんにちは。クラブ奉仕委員長の

まずは「例会への出席」
例会への出席はロータリアンとして何をすべきか

を知る最高の場所 2



 広報委員長 安藤譲治君

 ｽﾏｲﾙﾎﾞｯｸｽ委員長 前田貴宏君

 会報副委員長 稲垣政一君

会報委員会副委員長の稲垣です。藤﨑委員長
が休みですので代わって報告いたします。
大島年度会報委員長を仰せつかりました、藤﨑

善隆です。本年度は副委員長に稲垣政一さま、
委員に髙木茂さま・田中徹さま・相馬征志さまの5
名で活動致します。
基本的には例年通りの活動を行って参ります。

具体的にはPowerPointを利用して会報の作成を
致し、週末までの配信を目標と致します。また、広
報委員会と連携しホームページへ会報を掲載して
頂きます。
近隣クラブへの会報配布は、例年月毎に印刷し

たものを郵送にて行って参りましたが、本年度より

クラブの奉仕活動を中心に広報してまいります。
特に今年度は６０周年の事業もありますので、新聞
等のメディアにも活動内容の情報提供をしてまいり
ます。
具体的には下記の活動を行います。

1. ホームページの更新を頻繁に出来るように、掲
載内容の充実をはかります。

2. ６０周年の事業を中心に、奉仕活動の内容を新
聞等に情報提供します。

3. フォトコンテストを例年通り開催致します。
4. ロータリー活動に必要な書式集・雛形を掲載致

します。

大島年度のスマイルボックス委員長を務めさせ
ていただきます前田です。副委員長に鈴木隆子さ
ん、委員に小野安正さん、檜山達郎さん計4名に
て活動致します。
【本年度の計画】
1. クラブの対外的奉仕活動の資金として活用さ

れますスマイルボックスヘのご理解を頂き、会
員一人当たり¥30,000を目標にご協力をお願い
致 します。

2. 年間2回程度、各会員の皆様に達成率をお知
らせ致します。

会員の皆様、ご家族様等の慶び事、お祝い事等
をスマイルボックスを通じて、喜びを分かち合い会
員間の友好と親睦を深めていきたいと考えており
ます。どうぞよろしくお願い致します。

1. 出席率100％を目指す。(修正後)
2. ＳＡＡと連携を取り食事の無駄をなくす。
3. クラブ及び地区が計画する各種事業へ参加を

促す。
4. 各委員会が開催する炉辺会議・家庭集会への

参加を促す。
5. その他

 プログラム委員長 鳥居輝一君

大島会長の方針に沿い、各委員会の円滑な運
営及び例会の充実を目指してプログラムを作成し
ます。
1. 毎月のプログラムを例会場に掲示し、会員へ

の周知を図ります。
2. 卓話担当委員会に事前連絡をして、早めに

卓話の準備ができるようにします。
3. 月の強化月間では、担当委員会に関連卓話

をお願いします。
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 クラブ史料委員長 吉光寺政雄君

昨年は皆様に大変お世話になりました。先輩方
から、「コロナで会長挨拶が少なくて物足りなかっ
たでしょ」とお声掛け頂いてますが、十分お腹一杯
でありますので、手短に済ませます。
本年度クラブ史料委員会は、委員長に私吉光寺、

副委員長に藤崎会員の二名で活動して参ります。
クラブ史料委員会は、クラブ史料や保管庫内の整
理整頓が主な仕事です。本年は60周年事業が控
えておりますので、保管庫内の整理をしっかり行い
たいと思います。
以上、本年の事業計画の説明といたします。

 雑誌委員長 永山三芳君

こんにちは、雑誌委員会委員長を仰せつかりまし
た永山でございます。当委員会のメンバーは副委

 ロータリー情報委員長 石山桂子君

ロータリー情報委員会委員長を仰せつかりました
石山桂子です。副委員長に檜山先生と2人のメン
バーです。
本年度の計画としまして新入会員には入会後、

家庭集会を開きロータリーの勉強会を開催する事
になっております。
大島年度、北畠大輔会員と大田原信用金庫の

継承会員として永山三芳会員が入会されましたの
で会長他、諸先輩方にもご出席を頂いて勉強会を
開催したいと思います。
又、クラブ内外から情報を収集し会報・プログラ

ム・広報の各委員会とも協力をして、ロータリーの
情報を会員、地域社会に提供出来る様努めて参り
たいと思っております。

 会員増強委員長 和気勝利君

発行時にメールにて、近隣クラブ会長幹事さまへ
配信することと致しました。経費の節減と接触防止
の観点から対応を改めました。
年度末には記録用に冊子を一部作成し保存す

る予定です。また、例会以外の活動につきまして
も掲載したいと思いますので、記事などがございま
したらメール等にてお知らせください。
最後に、例年と変わらないお願いでございます

が、卓話等につきましては原稿をお送りくださいま
すようお願いいたします。外来卓話を依頼される
場合には、卓話依頼の際に卓話者へその旨お伝
えください。迅速な発刊と誤りの防止のために重
要なことですので、よろしくお願い致します。
以上代わって報告しました。

員長に黒沢洋一さん、委員に瀬尾紀夫さんの3名
で、今年度雑誌委員会を努めさせていただきます。
よろしくお願いいたします。
本年度の計画として
1. 各会員に「ロータリーの友」「ガバナー月信」等

を毎月配布いたします。
2. 那須塩原市の方々にロータリー活動を理解し

ていただくために、公式地域雑誌「ロータリーの
友」を公共機関に毎月配布します。
配布する公共機関は
・栃木県立黒磯高等学校
・栃木県立黒磯南高等学校
・黒磯図書館「みるる」
・いきいきふれあいセンター
の4か所になります。

当委員会で配布いたしました雑誌を勧誘ツール
として、会員増強委員会に利用していただきたいと
思います。
以上が今年度の活動計画になります。ありがとう

ございました。

皆さんこんにちは。大島年度、会員増強委員長
を仰せつかりました和気でございます。

2020-21年度ＲＩ会長ホルガー・クナークはメッ
セージのなかにすべての新ロータリアンに、生涯
のロータリアンになってもらいたい、ロータリーに積 4



次回例会 令和2年7月29日 担当 プログラム委員長

7月15日欠席(敬称略)
藤﨑善隆・戸野俊介・荒井昌一・鈴木久雄

前回 7月 8日分メークアップ(敬称略)
安藤譲治・小野安正

会報委員会：藤﨑善隆・稲垣政一・髙木茂・田中徹・相馬征志

近隣クラブ例会日 近隣クラブ例会日

〇火曜日 西那須野/いとう屋 0287-36-0028 ○木曜日 大田原/ホテル花月 0287-54-1105

○木曜日 大田原中央/勝田屋記念会館 0287-23-4165 ○金曜日 黒羽/ホテル花月 0287-54-1105

 会員選考/職業分類委員長 髙木慶一君

会員選考・職業分類委員会委員長の髙木慶一
です。副委員長に月江寛智会員、委員に平山博
会員の３名の委員会です。
1. 会員選考

推薦された方が、入会候補者として適当であ
るかどうか検討・確認し、職業分類等速やかに
理事会に報告する。

2. 職業分類
年度当初にあたり前年度までの職業分類表を
参考にし、クラブ所在地域の事業所と専門職
種を調査 検討し、必要に応じ訂正・見直しを
行い明示する。

また当黒磯ロータリークラブ輩出の秋間忍ガバ
ナー補佐はご自身のメッセージのなかで今を生き
るロータリーメンバーの知見、心情、苦労、意欲を
伝えあってあるがままの現況を共有することの大
切さを痛感いたしております。相互のコミュニケー
ションによって課題を共有し、心を一つにして目標
に立ち向かうことこそが「ロータリーは機会の扉を
開く」を実践するための第一歩と信じる掲げ目標
達成の大切さを伝えてくださいました。
このように皆さんが会員増強の大切さを提示して

くださいました。このようなメッセージを受けて我が
黒磯ロータリークラブ大島会長は本年度計画の中
の2番目に魅力ある会員増強を掲げられました。
大島会長の命を受けまして当会員増強委員会とし
ては下記の通りの計画を作成いたしました。
メンバーは委員長にわたくし和気でございます。

副委員長に前会長の吉光寺政雄さん、委員に秋
間忍ガバナー補佐、佐藤博会員の最強メンバー
の布陣です。
本年度の計画は

1. 会長方針であります魅力ある会員増強を柱に
会員増強、退会防止に努めます。

2. 創立60周年記念に向けて大台の会員40名を
目標に純増3名を目指す。

極的に参加する友人になってもらいたいと説き、
国際ロータリー第2550地区2020-21年度森本敬三
ガバナーは、ホルガー・クナーク会長のメッセージ
を受け、魅力ある元気なクラブを掲げクラブ強化の
2項目に会員増強と退会防止の推進、特に女性会
員の加入促進を掲げられました。

3. 会長のクラブ強化方針に沿って戦略会議の開
催、女性会員の加入推進に努める。

例年ですと純増1名の目標が多いのですが、
先々週、会長自ら私のところへ来まして、60周年
記念なので大台の会員40名に伸せてほしいと要
望がありました。3名純増はかなり厳しい数字です。
会長を筆頭に私ども委員会も頑張りますので、

黒磯ロータリークラブ皆様の一人一人のご協力を
頂かないと達成できないと思います。この場をお借
りしまして切に1年間のご協力をお願い申し上げま
す。
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